
胸部外科学会地方会の活動状況

　地方会が発足したのは先ず関西地方会である．昭和33年6月青柳教授が幹事となられ第1回の地

方会が開かれる．以来毎年6月に開くこととし2日間を費している．また昭和40年第8回より特別

講i演，シンポジウム，パネルディスカッションなども織りこまれている．

　次は関東信越地方会で昭和40年7月宮本教授の司会で第1回地方会が開かれた．年2回が原則で

あり事務所は宮本外科におかれた．

　ついで北海道地区は昭和41年11月和田教授の司会で，東北地方会は昭和42年9月本多教授の司会

表20　胸部外科学会各地方会の活動経過
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表21　胸部外科学会各地方会における疾患別演題数

演題数頻度　地区

疾患
北 海　道 東 北 関東1口越 関 西 九 州

心 128題 30．4％ 114題 34．2％ 332題 35．9％ 294題 26．4％ 85題 23．7％

大　血　管 53 12．6 59 17．7 158 17．1 107 9．6 34 9．4

肺　結　核 9 2．1 3 0．9 1工） 1．1 59 5．3 8 2．2

肺　腫　瘍 33 7．8 22 6．6 74 8．0 97 8．7 31 8．6

非癌・非結核性肺疾患 26 6．2 14 4．2 59 6．4 72 6．4 29 8．（工

食　　　道 26 6．2 20 6．O 32 3．4 77 6．9 36 10．O

気管・気管支 8 1．9 7 2．1 29 3．1 34 3．O ll 3．O

縦　　　隔 31 7．3 15 4．5 64 6．9 53 4．7 19 53
胸膜・胸壁・乳房・横隔膜 37 8．8 25 7．5 58 6．2 86 7．7 36 10．0

病態生理（心・血管・肺） 34 8．1 34 10．2 71 7．7 135 12．1 39 10．8

体外循環 25 5．9 13 3．9 31 33 71 6．3 27 7．5

低　体　温 2 0．4 7 2．1 4 O．4 17 1．5 3 O．8

シ　　ョ　ッ　ク 1 0．2

麻　　　酔 7 1．6 1 O．1 10 o．9 1 O．2

計 420 333 923 1112 359

で，九州地区は昭和43年7月西村教授の司会で夫々第1回が開催された．なお中四国地区は関西地

方会に含まれている．

　昭和51年までの各地区の地方会の回数と演題の発表数が表20に示されている．また疾患別に分け

てみたものが表21である．
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